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はしがき

食源性疾患の増大、高齢化社会の到来、そして食糧の不足に対処する方策を

確立することが、食品タンパク質科学者に諜せられている最も大きな使命の 1

つであり、食品タンパク質の高品質化と高度利用法の開発が望まれている o そ

のブレークスルーとなるのが食品タンパク質の加工特性や健康維持・増進性な

どの品質と構造との関係を分子レベルで解明することである oダイズ、コムギ、

卵や牛乳のタンパク質は各々に独特の加工特性を備えており、特徴的な加工食

品の製造に利用される o これらの加工特性は各食品タンパク質の各構成成分に

固有の構造的特徴に基づいて発現される。しかも、一次構造が類似していても、

加工特性の異なるものが多くある。

ダイズタンパク質は、加熱ゲル化性、乳化性、組織化性などの加工特性を持

っている o また、血清コレステロール値低下能などの健康維持・増進に役立つ

機能も持っている。しかも脱脂夕、イズタンパク質は世界で 1年間に約 6，000万ト

ン生産されている o したがって、ダイズタンパク質は頭書の研究に適した素材

である o ダイズタンパク質は、グリシニン (6量体、分子量約32万)とs-コン

グリシニン (3量体、分子量約 18万)を主要成分としている o 構成サブユニッ

トとして、グリシニンには 5種 (A1aB1b、A1bB2、A2B1a、A3B4、A5A4B3)

ß-~ ングリシニンには 3 種 (α 、 α ヘ ß) が同定されている。筆者は、熱安定

性、表面疎水性などの構造的特徴や加工特性がグリシニンと s-コングリシニン

間ばかりでなくサブユニット間でも互いに異なること、そしてグリシニンの

A1aB1bとA3B4、ならびにS四コングリシニンの0のX線結晶構造解析を行い両
タンパク質問の一次構造上の相同性は 15%しかないが、立体構造は極似してい

ることを見い出していた。一方、グリシニンの血清コレステロール値低下能に

胆汁酸結合能が関わっているが、胆汁酸結合能はサブユニットによって異なっ

ていることが、名古屋大学の牧野らによって報告されていた口

そこで本研究では、グリシニンやG四コングリシニンの加工特性、健康維持・

増進性の品質と構造との関係を分子レベルで解明することを目的として、次の

四つの観点から研究を進めた:①グリシニンとιコングリシニンの構成サブユ
ニットのうち立体構造が未解明のものの X線結品構造解析を進める;②グリシ

ニンとS四コングリシニンの構造・加工特性相関をサブユニットレベルで解明す

る;③グリシニンの血清コレステロール値低下能に重要な働きをしている領域

を明らかにする;④以上の成果に基づいて、グリシニンとs-コングリシニンの

構造・品質相闘をタンパク質工学の手法を用いて分子レベルで解明する o その

結果、以下の成果が得られた。

①:立体構造が未解明のグリシニンA1bB2、A2B1a、A5A4B3、s-コングリシ

ニンαコア、 α'コアのうち、グリシニン A2B1a、。側コングリシニンαPコアに
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関しては良質の結品が得られ、スプリング 8で回折データを測定した。ゲコア

の立体構造は決定し(口答発表:4)、A2B1aについては解析を進めている。 s-

コングリシニンαコアに関しては、結晶は得られたが、質が少し劣るため、良

質化を進めている o グリシニンA1bB2、A5A4B3に関しては、 cDNAをクローニ

ングし、大腸菌発現系と精製系を確立した。また、グリシニン A1aB1bとS醐コ
ングリシニンSについては論文発表するとともに、構造面からの総説も発表し

た(学会誌等:1人5，6)0 

②サブユニット組成に変異を持つグリシニンやルコングリシニンを含有する

変異ダイズより、単一サブユニットより成る分子種および限定的なサブユニッ

ト組成の分子種を調製し、それらの構造的特徴と加工特性を解析した。その結

果、 ιコングリシニンについては、サブユニットレベルにおける構造・加工特
性相関をほぼ解明でき(学会誌等 :2ム7，9，10，11，15;口答発表:1ム8，9，13)グリ
シニンについても深く解析できた(学会誌等:3ヲ9，14，15;口答発表:9ラ12，13，15)0 

特筆するべき成果は、グリシニンと8四コングリシニンが共通祖先に由来するが
加工特性と構造、特に熱安定性や表面疎水性との関わり方が互いに異なること

を見い出したことである。

③ダイズタンパク質の血清コレステロール値低下能に対して、グリシニンの

胆汁酸結合性が大きく関わっていると考えられている。名古屋大学の牧野らは、

ダイズタンパク質をトリプシン消化した時に生じるペプチドのうち、グリシニ

ンの A1aB1bとA2B1aに由来するものが胆汁酸結合性を示すことを報告してい

た。そこで、 A1aB1bについて大腸菌発現系を駆使することによって、 A1aB1b

の胆汁酸結合性に最も疎水性の高いペプチド配列 (VAWWMY)が強く関わって

いることを確認した(学会誌等:12; 口答発表:5，11) 0 これを利用してグリシ

ニンなどの胆汁酸結合能を強化することが可能であることも確認した。

④グリシニンとO岬コングリシニンの立体構造およびサブユニットレベルでの
構造・加工特性相関に基づいてタンパク質工学的に解析し、構造・加工特性相

関の分子レベルでの理解を深めた(学会誌等:8，13;口答発表 :2ん7，10，14)0 

今後、これらの成果を踏まえて、他の種子タンパク質についても解析し、よ

り一般的な構造・加工特性相関を解明することが望まれる。
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